






















　京都における平成２５年（２０１３年）のＣ（Convention/コンベンション）のＩＣＣＡ統計基準におけ
る開催件数はＩＣＣＡ統計基準で世界順位５５位となっています。上位を目指すためには，年々大型化・
多様化する会議主催者のニーズに対応できる会議施設や宿泊施設等のハードインフラの充実，ＩＣＣＡ
統計基準を満たす国際会議を誘致する際に大きな影響を与える誘致支援プログラム等の充実，更には，
マーケティング活動の活発化や地
元大学との連携強化などを行って
いく必要があります。

　一方，京都において開催される
国際会議の外国人参加比率は国内
他都市に比べて高く，主要都市で
は１位となっています。（図７参照）
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